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性 141人で、その比は 3. 77 : 1である(図
1 a)。年齢構成は29歳以下201人，30-39歳230人，
40-49歳177人， 50 -59歳55人， 60歳以上 9人であっ











( a 男女比、 b:年齢構成)
た (図 1b)。表 1に職種別・健診項目別の受診
者数を示した。職種は医療職 1(医師)，医療職









表 1 職種別 ・項目別受診者数(人)
医I医E 医E一般I一般Eその他受診数
血 圧 38 67 352 57 39 31 584 
Jj旨 質 66 77 360 61 40 31 635 
肝機能 66 77 360 61 40 31 635 
血 算 66 77 360 61 40 31 635 
検 尿 44 74 337 59 40 31 584 
尿 酸 66 77 360 61 40 31 635 
心 電 図 23 38 111 33 18 17 240 
胸部x-p 45 73 344 59 39 30 590 
1恋 力 10 23 111 19 16 13 192 
























は医療職 1 97.1%，医療職I 95.1%，医療職
il 93.8%，一般職 1 96. 8%，一般職I 97. 6 
%，その他 93.8%であった。




















図2 受診率 a 全体の受診率， 密室ヨ受診せず
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表2 職員健診判定基準
要 再 検 僅かに異常
検 ♂潜血 :1+ 
2+ ♀潜血 :1+ 
3+ 
尿 ーーーーーーーーーー 一ーー ー 』 一 一ーー------ 自ー一ーーーーーーーーーー--ーー日- -ー ー
尿検査に異常 指導な し再検査を受けて下さい
検









T -G : 201 ~249 
一ーー一ーー一一一一一一一一一一一ー一ー『ーーーー ー ー ー一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一
質 指導なし
♂: 7. 1~7. 9 












(図 3a)。男女別では (図 3b)男性56.2%，女
性44.4%と男性に高い傾向がみられた。図 3cは
これを職種別にみたものである。有所見率は一般
職 1 (事務職員)で60.7%と最も高率であり、 医
療職m(看護婦)で41.8%と最も低かった。
(平成7年度春用)
要 観 察 要 治 療
♀潜血:2+・3+
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーーー






W B C : 2001 ~3200 
血液検査に軽度の異常を認 Hb:♂12. 0 ↓ 
めます注意して下さい ♀10. 0 ↓ 
WB C : 10000↑ 
-ーーーーーーーーー一ーー一・ー一 一一一ーーーーーーーーーーー ーー・ーー一ー一ーー ー ーーーーーーー一一ー一一一一一一一ー
白血球が増加しています 貧血を認めます 医師に
経過観察をして下さい 相談の上加療必要です
Hb :♂12. 1 ~12 . 9 
♀10. 1~1 1. 0 W B C : 2000 * 




G 0 T : 46~99 
G 0 T : 100↑ G P T : 46~99 




T -C : 221~249 T -C : 250↑ 
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